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令和３年度第１０回定例松本市教育委員会会議録 

 

 令和３年度第１０回定例松本市教育委員会が令和４年１月２７日午後３時００分教育委員

室（オンライン）に招集された。 

 令和４年１月２７日（木） 

 

議 事 日 程 

令和４年１月２７日午後３時００分開議 

第１ 開 会 

第２ 教育長挨拶 

第３ 議 事 

 

［議案］ 

 第１号  教育に係る信州大学全学教育機構と松本市教育委員会との連携協力に関する覚 

書の締結について 

第２号  令和４年度市立小中学校の授業日数について 

第３号  第３次松本市教育振興基本計画の策定について 

第４号  松本市美術館条例の一部を改正する条例の制定に伴う条例案及び松本市美術館 

条例施行規則の一部を改正する規則の制定に伴う規則案に対する教育委員会の意 

見について【非公開】 

 

［報告］ 

第１号  今後のコミュニティスクール事業のあり方検討について 

第２号  令和４年松本市成人式の開催結果について 

 

［周知］ 

  １   未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い～第３７回公民館研究集会 令和３年 

度地域づくり市民活動研究集会～の開催について 

  ２   松本市図書館インターネットサービスの一時停止について 

 

［その他］ 

 



 

3 

    教 育 長     伊 佐 治 裕 子 

 

〔出席委員〕 

    教 育 長 職 務 代 理 者     小 栁 廣 幸 

    教 育 委 員     橋 本 要 人 

     〃       佐 藤 佳 子 

         〃          春 原 啓 子 

 

〔出席職員〕 

    教 育 部 長     藤 森   誠 

    教 育 政 策 課 長     赤 羽 志 穂 

    教育文化センター所長     加 藤 政 彦 

    学 校 教 育 課 長     塚 田 雅 宏 

学校支援センター長     髙 野   毅 

    生涯学習課長 兼 

        中央公民館長     高 橋 伸 光 

    美 術 館 副 館 長     堀   洋 一 

    生涯学習課 

      青少年ホーム所長     中 村 三重子 

 

 〔事務局〕 

    教育政策課 

      教育政策担当係長     三 澤 良 彦 

      教育政策担当係長     小 澤 弥 生 

      教 育 政 策 担 当   伊 藤 明 広 
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≪開会宣言≫ 午後３時００分 

 伊佐治教育長は令和３年度第１０回定例松本市教育委員会の開会を宣言した。 

教育長    まん延防止等重点措置が適応になりまして、本日、松本市でも１０４人の新

規感染者が発表になっています。ご心配をいただいています学校の状況ですが、

今朝の時点では学校休業はゼロという状態ですけれども、学年閉鎖それから学

級閉鎖をしている学校は数校あります。それから、先ほど連絡がありまして、

もう１校、午後から学級閉鎖となったという情報があります。また、この後詳

しい情報はお伝えをしていきたいと思います。 

 ２５日には、臨時教育委員会ということでそれぞれ委員の皆様にご意見をい

ただきまして、小中学校の対応、それから社会教育施設の対応についてご協議

をいただきました。ありがとうございました。午前中に松本市の新型コロナウ

イルス感染症対策本部会議が開催されまして、おおよその方針について全庁的

に確認をしたところであります。このことについては後ほど、追加での情報と

いうことでご協議をいただきますので、よろしくお願いします。 

 令和３年度第５回定例、それから第５回臨時教育委員会の会議録をお送りし

てあったと思いますが、これについてはお認めいただくということでよろしい

でしょうか。ありがとうございます。それでは直ちに公開をしていきたいと思

います。 

 

≪署名委員の指名≫ 

教育長    本日の会議録の署名委員ですが、小栁職務代理者、橋本委員です。よろしく

お願いいたします。 

 

≪議案審議≫ 

教育長    本日の案件ですけれども、議案が４件、報告が２件、周知が２件です。議案

が１件追加になっていましたが、これについては取下げということで、後ほど

説明をいたします。 

 そして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項教育委員

会の会議は公開する。ただし、人事に関する事件その他の事件について、教育

長または委員の発議により出席者の３分の２以上の多数で議決したときはこれ



 

5 

を公開しないことができるとの規定に基づきまして、議案第４号は議会協議が

必要であり、市が公表前であることから非公開にすることについてよろしいで

しょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

  

教育長    ありがとうございます。それでは、議案第４号は非公開としますので、最後

に協議をすることといたします。 

 それでは、早速コロナ関連ということで、資料を追加するものです。画面共

有させていただきますのでご覧いただきたいと思います。 

 具体的には、２５日の臨時教育委員会でお諮りをしました議案３号にありま

した松本市教育委員会所管の社会教育施設の対応になります。前回お諮りをし

ました内容と同じものになりますが、今回確認をさせていただきたいところを

黄色の網掛けにしてあります。具体的には、松本市がレベル５になった時点で

各施設の新規予約は停止にしておりましたが、期間を定めずに当面の間として

いました。本日から重点措置適用となりまして、この新規予約停止期間につい

て明確に定義をしていきたいと思います。 

 まん延防止等重点措置の適用期間中、今の時点では２月２０日までとなりま

すが、この期間に施設を利用する新規予約については、これまでどおり引き続

き停止としたいと思います。そして、その適用期間が終わった後、たとえば３

月の終わりとか４月といった適用期間以降に施設を利用する予約については、

ネット予約ができるということもありますので、市民の利便性を考えて予約は

可能とする。ただし、この期間が延長になるということもあると思いますので、

その場合には、例えば、２月２１日に予約をしてあったけれども、その時点で

感染の状況がよくなっていなければそれは今と同様に感染状況を鑑みて利用を

控えていただくお願いをすることもあるということになると思います。 

 それが一番下に書いてあります、その場合には変更となる場合がありますと

いう表現にしてありますが、そういったことで整理をさせていただきたいと思

います。 

 それに基づきまして、本日、追加で送ってあった議案第５号については具体

的には、前回お諮りをした社会教育施設の扱いに、あがたの森文化会館につい
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て、加えていきたいということを前提に考えておりました。ですので、平日、

土曜の夜間予約のない日の開館時間を短くして無人にしたいということで考え

ておりましたけれども、基本的には施設予約の問合せ等がありますので、これ

は他の施設、例えば、Ｍウイングですとか教育文化センターも同じくこの間の

新規予約は受け付けていませんが、お問い合わせに対しては夜間まで開館をし

て対応をしておりますので、あがたの森についても同じく同様の扱いにしてい

きたいということで、今回これについては取下げとしたいと思います。 

 以上になりますけれども、ご質問、ご意見ありましたらお願いいたします。

よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、第５号は取下げということでお願いします。 

 

＜議案第１号＞ 教育に係る信州大学全学教育機構と松本市教育委員会との連携協力に関す

る覚書の締結について 

教育文化センター長 議案第１号「教育に係る信州大学全学教育機構と松本市教育委員会と

の連携協力に関する覚書の締結について」説明 

教育長    ただいまの説明に対してご質問、ご意見ありますでしょうか。 

小栁委員   連携協力については、私も賛成です。３番とか４番の記述に、科学教育をは

じめとする教育活動全般と書かれていますので、ここでは科学教育を中心とし

た内容でという理解をしました。とすると、「科学教育をはじめとする」とい

うより「科学教育を中心とする」と表現してもいいのではないかと思います。 

橋本委員   関連です。私もそこがすごく引っかかりました。第１条の科学教育をはじめ

とするといって、教育活動全般が最終的に述語になっているにもかかわらず、

全てに科学教育をはじめとするということ書かれてあります。別に科学教育を

中心にする必要もないわけで、教育活動全般でいいのではないか。むしろ、私

が読み込んだのは、ベース的に科学教育というのを掲げただけというように読

み込もうと思ったのですが、今の教育文化センター自体が科学教育を中心に位

置づけられています。まさしく先日の市議会でも議論があったように、これを

もう少し幅広いセンターとして活用していこうという方向で我々も軌道修正を

図りつつあるわけですから、ここのところの科学教育ということを書く必要は

全くないと思います。 
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教育長    お二人の委員からご意見がありましたが、いかがでしょうか。 

教育文化センター長 当初ですね、全学教育機構の理科を中心とした先生から科学教育とい

うことで教育文化センターとの関わりという部分でそこを中心としてやってい

きたいという提案がありましたのでその文言にしたものですが、委員のご意見

を反映して、もしこの部分を科学教育とせずに全般という形ができるかどうか

検討させていただきたいと思います。 

教育長    これについては、この全学教育機構に科学博物館長と私がご挨拶に行ってま

いりました。その際に、機構長さんからぜひ信州大学としても地域連携という

ことをより推し進めていきたいと。それから人材育成という点では松本市が今

やろうとしていることと信州大学が地域に貢献をしていこうという、その方向

性が一緒なのでぜひ連携をしていきたいというお話をいただきましたので、こ

の覚書締結という形になったわけです。 

 今、お二人の委員からご提言がありましたご意見を伺いまして、私も改めて、

確かに科学教育をはじめとするということを謳わなくても、教育文化センター

がこれから科学分野に限ってやっていくわけではないと思いますので、幅広く

ここでは覚書を締結したほうがよろしいかなと改めて感じました。ですので、

そういった方向で改めて先方と調整をして、この覚書の締結をするという方向

性についてはよろしいでしょうか。 

 それではそのような内容で調整を進めるということで、覚書を締結していき

たいと思います。この案件については了承としたいと思います。 

 

＜議案第２号＞ 令和４年度市立小中学校の授業日数について 

学校支援センター長 議案第２号「令和４年度市立小中学校の授業日数について」説明 

教育長    ただいまの説明に対して、ご質問、ご意見などありますでしょうか。 

橋本委員   この授業日数、毎年こういう形で議論していますが、長野県は、他府県と比

べてすごく授業日数が多いですよね。理由をお伺いすると、行事が多いという

理由で、教職員の仕事が大変だと言っている一方で、教職員とかあるいはＰＴ

Ａとかからは、授業日数が他府県と比べて長いということに対して、見直した

らどうかという意見は積極的に出ていないのでしょうか。 

学校支援センター長 数年前に長野県全体でそれまで短かった夏休みを長くできないかとい
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う議論が行われて、それに従って以前よりは長くなっております。そして、学

校現場ではこれ以上授業日数が逆に減ってくると、日々の授業が非常にきつく

なってくる。例えば、学期末辺りは５時間授業を５日程度取って、そこで学級

事務を行いたい等の考えもありますので、あまりこの授業日数については減ら

さないでくださいという現場の声もあります。 

 保護者につきましても夏休み等あまり長くなると負担がかかるという声も聞

こえておりますので、バランスを取ってこの数字かなとは考えております。 

教育長    全国と比べる県別の日数といった資料は何かありますか。 

学校支援センター長 文科省の統計を調べていけばあるかもしれません。 

橋本委員   以前お伺いしたら、かなり長野県は多かったです。上位だと思っていいと思

います。 

教育長    小栁委員、お詳しいと思いますが、いかがでしょうか。 

小栁委員   私は春休みが長いのではないかと思っています。あわせて、卒業式がの実施

日が早過ぎると思っています。 

教育長    春原委員はいかがでしょうか。 

春原委員   そもそも２０５プラスマイナス２ということに関しては、この根拠は、文科

省で定められた数字ですか。 

学校支援センター長 以前は、２１２日とか２１１日が多かったですけれども、学校現場と

相談しながら徐々に減らして可能かどうかということで、少しずつ無理のない

範囲で減らしてきた結果です。 

春原委員   それから、長野県特有の寒中休業が昔はありましたよね。今、採用している

ところはありますか。 

学校支援センター長 それはないです。 

春原委員   いろいろ勘案して検討していただいていればいいと思います。 

教育長    私が以前教育委員会にいたときに市長への手紙ですとか、教育委員会に寄せ

られていた声とかには、他県から引っ越して来られた方から「長野県の夏休み

はどうしてこんなに短いのですか」とか、「子どもたちのもっと自由な時間を

増やしてもらいたい」という声が結構ありましたが、逆に最近では、「学校の

休みが長いと困ります」というような声もあって、今回のコロナのことでもそ

うですけど、学校に子どもたちが登校していることで保護者がばりばり働ける
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というお気持ちの保護者もいらっしゃるのかなという感じもしております。た

だ、先ほどのように全国の状況とか動向を見ながら、松本のこのスタイルがど

うなのかということの検証は必要かもしれませんので、またそれについては資

料を用意して、皆さんにお諮りをしていくということでいかがでしょうか。 

小栁委員   先ほどセンター長がおっしゃったように、かつては２１０日前後としていた

ものが２０５日に減ってきましたので、これはいいと思うのですが、ただ、こ

の減少した日数の５日分、時間数でいうとおおよそ３０時間ぐらい減ってきた

ものが先ほどの橋本委員のご指摘にあったように、学校の先生方にどういう影

響を及ぼしたのか、また、授業指導やそのほかの面での子どもたちへの指導に

どういう変化をもたらしたのかといったところをきちんと見ていけたらいいか

なと思います。 

教育長    インターネット上で、他県から引越してきた方でこの授業日数のことについ

て書いてらっしゃっていて、「どうしてこんなに夏休みが短いのか聞いたら、

長野県は行事が多いからですと答えられました」と書いている人がいましたが、

それは実際にそういう状況なのでしょうか。 

学校支援センター長 そうですね。例えば、県外ですといわゆる林間学校とかキャンプのよ

うな行事を、夏休みに入ってから行っている県が多いです。長野県では、それ

らを授業の期間中に行っていますので、そういうところの差が出ていると思い

ます。 

教育長    わかりました。 

 ほかにありますでしょうか。 

橋本委員   これは毎年申しあげていますけど、先ほど、小栁委員もおっしゃったような

いろいろな状況の変化を踏まえた先生方の意見、あるいはＰＴＡからの意見、

それから全国との比較、そういった中からこれが適当だと思いますというきち

んとした根拠づけがなされていないまま、前年をベースに提案が出てくるとい

うところに問題点があるのだろうと思います。 

 ここの文章を見ても、２０５日プラスマイナス２ということが適当かどうか

を判断する材料が、１つしかないので、それをもとに判断するというほうが無

責任だと思います。だから、提案するのであれば、きちんとした分析を行って、

前回の教育委員会でもこういう意見があった、校長会の意見はこうだった、Ｐ
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ＴＡの意見はこうだった、だからこの日数にさせてもらいたいということであ

れば納得できると思うけれど、その辺の説明がないと提案としては不十分だと

思います。 

教育長    わかりました。 

 それでは、今回は来年度ということであり、この直前の時期では今のような

いろいろな情報を集めてということが難しいので、令和５年度に向けて、直ち

に資料を集めたり、それから他方面のご意見を聞いたりして検討していくとい

うことでいかがでしょうか。早い時期から研究会などの機会を設けて検討を重

ねて、校長会とご相談ということになるでしょうか。そんなことをしていきた

いと思いますがいかがですか。 

学校支援センター長 校長会の意見は、これでお願いしたいということで聞いております。 

教育長    それに子どもの意見も本当は聞かないといけないですね。子どもたちはどう

考えているかということも視点の一つかなと思いますので。 

春原委員   それと、全国の傾向と長野県のこの地域に根差した最もいい方向性というこ

とも考えていければと思います。恐らくここに至るまでには、意見をお聞きに

なったり、現場の実態も把握したりした上でこういう形になってきていると思

いますけど、ただ、長野県のこういう授業日数についてもう一度確認していけ

ればいいと思います。 

教育長    そうですね。そうするとこういう保護者の皆さんとか子どもたちから質問が

来たときに、実はこうなんですよということを説明するということも大事だと

思いますので、根本に立ち返ってまた議論してみるということも必要かもしれ

ません。 

学校支援センター長 そうですね。補足で、今、ある中学校の年間時数を計算してみたとこ

ろ、１，１４１時間でした。そして、この上にあるような各教科、特別活動、

行事、部活等も含めた時間が、大体１，０９５時間ぐらいです。そうすると４

０時間ちょっとが余剰になりますけれども、例えば、今週のように臨時休業が

１週間続きますと、これでもう２９時間が欠落します。そういった場合に対処

するために、ある程度余剰を取っているという面もあります。 

教育長    そうですね。年度末に向けて、３学期は与えられた教育課程をしっかり最後

までやらないと、特に中学の場合は厳しいと思いますけれども、こういった休
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業が３学期にあると学校はどういう状況になるのか教えていただけますか。 

学校支援センター長 はい。特にこの学年のまとめの時期に休業が続くということは、学校

としては非常に指導しづらい面もあります。中学３年ですと入試に関わる指導

については影響が出ますので、その辺は休業が続くのは心配な面もあります。 

教育長    例えば、ここまで学ばなければいけない単元の授業時間数が足りないという

ような状況になったときには、何か工夫されるようなことがあるのでしょうか。 

学校支援センター長 今のところ余剰分でカバーしていますけど、本当に足りなくなった場

合には行事を減らしたり、他行事の準備時間を減らしたりして授業に回してく

などの対応になると思います。 

教育長    今、学校では休業してもオンラインの併用に取り組んでいますが、オンライ

ンの併用などによって時間数が足りないということにならないような工夫をし

ていくことも必要ですよね。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

小栁委員   年間３５時間の中で現在各校で行われている生徒会活動や学校行事や特別活

動を実施することはほとんど不可能だと思います。しかし、それぞれの取組み

の中でこれまで行われてきたことの中からいろいろなことをそぎ落として今の

２０５時間になっていると思いますので、先ほどのご指摘にあったように、さ

らにしっかりと教育課程を洗い出してこの日数がどうなのかを吟味していただ

ければ、より根拠が明確になると思います。 

教育長    ありがとうございます。 

 それでは、いずれにしても令和５年度に向けて直ちに研究を始めていくとい

うことで、今回の令和４年度について、議案第２号についてはお認めいただく

ということでよろしいでしょうか。 

橋本委員   それはいいです。しかし、この問題は公務員の仕事の仕方として、皆さんも

考えてみてもらいたいのですけど、前例踏襲ではないですか。もちろん、この

問題だけではないですけど、環境変化が起きているときにそれを一からいろい

ろ材料を集めて今どうすべきなのかということの積み上げの中で、常に新しい

目で見直していくという仕事への取り組み方をしていただきたいということで

す。そこのところをほかの案件も含めてよく肝に銘じていただきたいと思いま

す。 
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教育長    わかりました。 

 教育委員会の案件の中にはどうしても前例踏襲でやってきたものが多いと思

いますが、このことについてもコロナですとか、それから学校の状況が変わっ

ている中で、一から見直せるものはきちんと吟味をしていきたい。そのことが

保護者の皆さんや子どもたちへの説明責任につながると、そういった精神を持

って取り組んでいきたいと思いますので、先ほどのようないろいろな方面から

の資料を集めて検討していくというのはこの後、機会を設けてやっていきたい

と思います。 

 よろしいでしょうか。それでは、議案第２号については承認することとしま

す。 

 

＜議案第３号＞ 第３次松本市教育振興基本計画の策定について 

教育政策課長 議案第３号「第３次松本市教育振興基本計画の策定について」説明 

教育長    それでは、どこからでも結構ですので、ご質問、ご意見をお願いいたします。 

小栁委員   ５ページの「第３次教育振興基本計画では、以下の構想を具体化すべく、計

画を推進します」とあるこの文言からみると、表記としては、「松本まるごと

学都構想」ではなくて、「松本まるごと学都」で切って、構想なのではないか

なと思います。 

 さらに、表記上の点で、「遊びや体験を大切にした生涯を通じた学びを保障

する」という箇所は、例えば、「遊びや体験を大切にし、生涯を通じた・・・」

ではいけないか、あるいは「遊びや体験をもとに生涯を通じた・・・」ではい

けないかとか。「大切にした」「通じた」という表記上の流れがしっくりこな

かったのが一つあります。 

 それから、「生涯を通じる」ということでもいいですけど、私は「生涯にわ

たる」という感じではどうかと思いました。文言上の細かい点について思いま

した。 

教育長    ほかにはいかがでしょうか。 

橋本委員   まず、教育大綱は子どもが主役ということが全面に出過ぎていて、子ども、

子ども、子どもと言っていますけど、子どもを育てるためには親も勉強しない

といけないわけで、そういう意味で、この教育振興基本計画は非常にバランス
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よくできていると思います。だから、細かいところでいうと、小栁委員ご指摘

のとおり、私も「松本まるごと学都」でかぎかっこは切ったほうがいい気がし

ます。先ほどの話にもあったように、「まるごと博物館」と重なるところがあ

るので、本当にこの言葉で二番煎じにならないかという言葉の選択ではもう少

し違う言葉はないのかなという気はします。ただ、非常に重要なのは「遊びや

体験を大切にした生涯を通じた」と、確かに言葉尻としてはあまりよくなくて、

すぐ通じないのだけど、「生涯を通じた」ということは非常に重要だし、遊び

や体験を大切にしながらやるということも非常に重要だし、今まであまりよく

説明したことないですけど、私が思うには、学校で試験をやるからみんな勉強

するのが嫌になるわけです。試験というものは本来、よく覚えたかどうか個々

人でやればいいわけで、それが入学試験の弊害として、どちらかというと順番

決めになってしまう。そうではなくて、本来、教養を身につけるということは、

何の目的もないまま、こういうものもこういうものもあるんだといった驚きの

連続の中で主体的に自ら勉強したいという意欲が増すと。そういったところに

遊び心とか体験というものがうまくマッチングしていくといいと思うけれども、

入学試験はしょうがないにしても、ひょっとしたら入学試験もやめてしまって、

アメリカみたいに卒業試験を厳しくしたほうがいいのかもしれない。要するに、

自ら知を求める、教養を求める、そういったものに対する面白さというものが

体感できるような形にしていくということが非常にいいと思うので、全般的に

非常によくできていると思います。 

教育長    ありがとうございます。 

 春原委員、どうでしょうか。感想でもいいですし、ご意見ありましたらお願

いします。 

春原委員   もう少し勉強させてください。 

教育長    わかりました。 

 ありがとうございます。「まるごと博物館構想」を倣って「松本まるごと学

都構想」ということについては、前回も委員の皆さんと意見交換をしたと思い

ますが、策定委員会の中で委員の皆さんはこれがいいというご意見が実は多数

だったので、その中で私も何となく意見を言うのは憚られたのですが、どうし

ても「まるごと博物館構想」のイメージが先に来てしまうので、二番煎じ的な
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感じがしてしまうのですがということはお話しました。それに対して、策定委

員の皆さんから出た意見として、「まるごと博物館構想」という言葉はあまり

聞いたことがないですという方が多かったり、それほど市民の皆さんに定着し

ているとは言えないんじゃないでしょうかというような厳しいご意見もありし

ました。また、改めて考えてみると先ほど教育政策課長が説明をしたように、

そもそも「まるごと博物館構想」で目指したものが学都松本が目指す姿という

ものと重なっている部分が大きいなと思いました。ですので、この策定委員会

の皆さんのご意見ですとか、今、教育委員の皆さんからのご意見を入れたもの

を、括弧をどこで区切るかということはありますけれども、これを生かしてこ

の第３次計画であえてこのキャッチフレーズとしてやっていきたいと今は思っ

ております。確かに小栁委員からありましたように、「大切にした」、「生涯

を通じた」というところの据わりが悪いことは確かです。覚えにくいというよ

うなこともありますので、ここのところはこのエッセンスを大事にしてもう少

し据わりのいいキャッチフレーズを策定委員会の委員長である荒井先生ともご

相談をしながらもう１回整理していただくということで、ご承認いただければ

と思います。 

 それから、今、橋本委員からご提案のあった遊びとか体験を、なぜ今回この

第３次で大事にしたのかということを的確に表現いただいたと思うのですが、

その思いは策定委員の皆さんにも意見交換の中であった共通した思いだったと

思います。ですので、そのことを子どもたちだけではなくて大人へのしっかり

としたメッセージになるように、ここの説明をもう少し丁寧にして補強したい

と思います。 

 佐藤委員ありがとうございます。お忙しい中で佐藤委員さんご参加されまし

た。今、議案第３号の教育振興基本計画案の議論に入っております。事前にお

送りしました資料でご意見、それからご感想などありましたらお願いします。 

佐藤委員   遅くなりまして、申し訳ございません。また、ここから参加させていただい

て、拝聴しながら意見があれば出していきたいと思います。お願いいたします。 

教育長    わかりました。 

 そのほかにはいかがでしょうか。 

小栁委員   まるごと学都について、私の思いですが、「松本まるごと博物館構想」の場
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合は、まるごとを担うべく多様な領域があると思います。民族学から始まって、

考古学など様々なものを博物館という括りの中でまとめていくわけですが、学

都松本は「シンカ」を目指すとしたとき、子どもを焦点にし、子どもを中心に

するわけですが、そこに「まるごと」を使った時のイメージがわきにくいと思

いました。 

それから、４ページのところに、「子どもの育ちと市民の学びを支える学都

松本」とあって、その説明の中に、子どもの育ちは子どもも大人も人権を保障

することが大前提だと書かれています。子どもの人権を尊重するには松本市は

子どもの権利条例を制定して、子どもに優しいまちづくりを目指しているとい

うことはわかるのですが、大人に対しても同様であるということを記述したほ

うがいい気がします。そうすると、子どもの育ちも市民の学びも人権保障を前

提に支えていくということになると思います。 

教育長    これについてはいかがでしょうか。何かありますか。 

教育政策課長 ２点目の大人の権利ももちろん、大人の学びも人権というところで大前提と

して確かに抜け落ちておりますので、記載に加えさせていただきたいと思いま

す。 

教育長    小栁委員は「松本まるごと学都」ということが、あまりぴんと来ないという

ご意見でよろしいでしょうか。 

小栁委員   策定委員の皆さんには、このフレーズに寄せる願いはおありかとは思います

が、私としてはあまりしっくりこない点はあります。 

教育長    ほかにはいかがでしょうか。 

 この後、先ほど教育政策課長からも説明がありましたとおり、この案を庁議

と議会にお示しをして、いろいろな意見が出てくるかと思います。そしてパブ

リックコメントを３月まで行いますので、教育の分野については市民の皆さん

からたくさん意見をいただけるのではないかと思っております。そのような中

で、先ほどのような議論になった部分についても少しブラッシュアップをしな

がらなるべく皆さんの意見を取り入れていいものにしていきたいと思います。

まとめ上げていくまでにまだ期間もありますし、修正も加えられていくという

ことで、一旦この案で皆さんの意見を聞いていくということについてはお認め

いただけますでしょうか。先ほどご指摘ありましたところは少し修正を加えて、
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またお知らせをした上で庁議に諮っていきたいと思います。いかがでしょうか。

よろしいですか。 

 橋本委員、よろしいでしょうか。 

橋本委員   教育大綱が「子どもが主人公 学都松本のシンカ」という形で提示されてい

るということですよね。私はこれについて、以前逆だと申しあげたのですが、

そこは小栁委員と意見が違いますけど、市長部局はもとの原案どおりを示して

きているわけですよね。それだと、子どもだけではないよということのほうが

重要で、「松本シンカ 学都構想」、ここにシンカを取り込んではどうかと。

そうすると教育大綱との関連性も出てきて、この教育振興基本計画の中には、

もちろん子どもが中心のことも組み込まれていますけど、それだけではない部

分も多く組み込まれているわけで、そのシンカの部分というものが、遊びだと

か体験等含めてシンカしていくんだということではどうかなと考えています。 

教育長    確認させてください。今、橋本委員が最初におっしゃった松本のシンカとい

うところのご意見は、教育大綱のタイトルということでしょうか、それとも先

ほどのキャッチフレーズのところでしょうか。 

橋本委員   第３次教育振興基本計画では、以下の構想を具体化すべく、計画を推進しま

すとあるところです。先ほど「まるごと」が引っかかるところもあるよねとい

う意見も出ました。それで、「まるごと」ではなくて、ここが教育大綱とうま

く重なっていくためにも、「松本シンカ」としてはどうかということです。 

教育長    松本シンカ学都構想ですか。 

橋本委員   そうです。 

教育長    なるほど。それはシンカした学都構想ということですね。シンカした学都構

想がこれだよという、そういう趣旨でしょうか。 

橋本委員   そういう趣旨です。 

教育長    課長何かありましたら。 

教育政策課長 キャッチフレーズはまた別としまして、橋本委員がおっしゃったように教育

大綱では子どもが主人公といって、では、大人がどうなんだというような議論

も策定委員会の中ではございました。それに対して、教育大綱は市が定めると

ころで教育振興基本計画の中では、全ての人、誰もがというところを入れたい

ということから、第３章の１にありますように、「子どもの育ちと市民の学び
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を支える学都松本」ということで、子どもだけではないんだよという思いを込

めました。まだ教育大綱が決まってはいませんけれども、変わっていくことが

あっても、ここの「子どもの育ちと市民の学びを支える学都松本」というとこ

ろは変わらない普遍的な目標としまして置きたいということであります。後に

出てくるキャッチフレーズよりここが小さく記載されてしまっているのですが、

そういった思いが込められているところです。 

教育長    佐藤委員、何かご意見ありますか。 

佐藤委員   シンカ、確かに総合計画から、また今示されている教育大綱から一貫して片

仮名のシンカというのが中心に据えられて頭に出てくるわけですけれども、こ

のシンカというものを全ての人が身近に感じるものでもないのかなと。むしろ、

それを広めてきちんと理解をしていただけるように広報をしていかなければな

らないのだと思いますが、教育は子どもたちにとっても身近であるべき、子ど

もたち自身も理解できるものであるべきと考えるので、そこのシンカが、その

説明がなければ伝わらないものであるとするなら、ここのキャッチコピーの中

には、私はシンカが入るのはいかがなものかなと感じています。ただ、橋本委

員がおっしゃったように、この教育大綱からまたその前の総合計画からシンカ

というキャッチコピーはたびたび出ているので、そことの整合性を取るならば

「まるごと」よりも「シンカ」なのかもしれませんが、私はわかりやすさ、捉

えやすさ、親しみやすさという点から「まるごと」のままでいいのではないか

なと考えています。 

教育長    ありがとうございます。ほかにはよろしいですか。 

 それでは、今、ここのキャッチフレーズの部分についてご意見いただいた部

分を委員長ともご相談をしながら整えて出していきたいと思います。 

 この案件については、一旦この素案ということで、お認めいただくというこ

とでよろしいでしょうか。 

 また、随時教育委員の皆さんにはご意見を聞きながら調整をしていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜報告第１号＞ 今後のコミュニティスクール事業のあり方検討について 

生涯学習課長 報告第１号「今後のコミュニティスクール事業のあり方検討について」説明 



 

18 

教育長    それでは、ご質問、ご意見お願いいたします。 

 １回目を実施するということは、もう既に委員が決まっているということで

すよね。 

生涯学習課長 しっかり説明していなくて申し訳なかったのですが、学校、それから公民館、

関係課については人選をしました。ただ、地域の代表については４４の委員会

があるので、なかなか誰をというところがまだ決まっていない状況ですが、明

日の検討会議に出席していただく学校長、それから公民館長さんの学区や地区

の中で活発にやっておられる方をご推薦いただいてお願いできればと考えてお

ります。 

教育長    その学校や公民館はどこかわかりますか。 

生涯学習課長 すみません。今、手元に名簿を持っていなくてすぐにはわからないです。 

教育長    わかりました。後日、委員の皆様にも名簿をお送りするということでいかが

でしょうか。 

生涯学習課長 わかりました。 

小栁委員   質問ですが、アンケートの中に、「文部科学省の学校の『学校運営協議会』

の機能で、導入に不安を感じるものは」とか、「文部科学省の示すコミュニテ

ィスクールを取り入れている学校へ赴任したことは」とか、文科省が示すコミ

ュニティスクールについての設問を入れたのは、何か願いがあってのことです

か。 

生涯学習課長 もともと、松本版のコミュニティスクールを現在進めてきているわけですけ

れども、国で示している、いわゆる文部科学省の学校運営協議会は法律に基づ

く学校運営協議会ですが、そこを国でもかなり積極的に推進している経緯もあ

って、松本市としてはその部分をどう捉えていくかというところが、昨年度ぐ

らいから議論にはなっていました。そういう中で、文部科学省の学校運営協議

会制度、いわゆる法に基づくコミュニティスクールについて、松本版との整合

性の中でどうやれば国型に移行できるのかという議論も必要でありまして、そ

のような中で今年度スタートをしてきたところです。ただ、学校側とか公民館

側ともしっかり議論してくる中で、松本版のコミュニティスクール事業として、

かなりしっかりやってきた経緯がありますので、国型のメリットとかデメリッ

トも分析しながら松本のコミュニティスクール事業を、あるいはその国型の方
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向性、国型のいい部分を取り入れてやっていくのかとかそういったことも含め

て今回在り方を見つけて、考えていきましょうというのがこのあり方検討会の

趣旨になります。このような経過で、ここのアンケートの中にはそういった部

分も入れてあると、そのような状況でございます。 

小栁委員   わかりました。ありがとうございました。 

 今携わっている方々は現状のコミュニティスクールに何か物足りないものが

あったり、不安があったりということから国型はどうかというような意識が高

まってきているというわけではないのですね。行政の側から国型を取り入れて

いくことについてどうかということを示したと、そういう理解でいいですか。 

生涯学習課長 そういう理解でよろしいかと思います。 

小栁委員   わかりました。 

 そうすると、委員の皆さんの機運が高まれば取り入れるし、そうでなければ

現在のスタイルでいくということになりますか。松本市としては、国型のコミ

ュニティスクールに移行していくことも十分考えているが、現状では委員の皆

さんとの意識の差がややあるという理解でよろしいですか。 

生涯学習課長 在り方検討していく中ではそういうスタンスの形で行く予定ではありますが、

ただ、現実的に国からそういった制度をかなり推進してきているという印象も

あります。また、今回事業費の関係でいいますと、国の補助金等も取り入れる。

国の補助金についてはそのコミュニティスクールの準備とか、その研究をして

いる、検討しているということが条件で補助金が出ていますので、そういった

ところも含めて松本のコミュニティスクールとしてどういう方向性をまず持っ

ていくのかというところ、それからもう一つは、皆さんの意見を聞く中で、国

型と松本版は対立するものでもないと私どもも考えていて、いいところは松本

版も取り入れていかなければいけないと思いますので、そういったところが、

例えば国の制度の中である可能性もありますし、こちらが何か誘導していくと

いうことではないですけれども、皆さんの意見を聞きながら国の制度の導入に

ついての検討も含めていきたいと、現在のスタンスはそういったところです。 

小栁委員   ありがとうございました。 

教育長    ほかにご意見いかがでしょうか。 

 私から発言させていただきますが、松本版と言ったときに、一番特徴といえ
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るのは、松本市の地区公民館が主体になって学校サポート事業という形で学校

の応援団のような形でサポートしてきたということです。その公民館の営みを

大事にしながらコミュニティスクールをやっていこうということが公民館長さ

んたちの自信とか自負だとかという中にあるかと思います。 

 これが国型という言葉を使ってしまうと、先ほど課長が言っていたように対

立的な構図のように思えてしまうこともありますが、ましてや国型に移行する

と補助金が出るというと、何かそこに体制に対する反発みたいなものを感じら

れる方も多いのだと思います。ですが、国型と言っていますが、もともとこの

コミュニティスクールというもの自体が地方教育行政の組織及び運営に関する

法律の中に書き込まれているものであって、それがイコール、先ほどから出て

います学校運営協議会という項目の中に規定がされています。ですので、地教

行法の中に謳われているこの学校運営協議会を機能できるようにしていってく

ださいねということが、国が今進めている方向だと思います。どうして国はそ

の方向性を進めるかということは、まさに先ほど、この資料のアンケートの後

ろから２ページ目のところにありました、社会に開かれた教育課程、これが新

学習指導要領のテーマになっているという、そこが背景にあると思います。そ

れは、今の学校をめぐる状況というものが、学校の先生方だけではもう子ども

たちを支えていくことができない。地域とかそれから保護者とか周りの大人が

みんな一体となって子どもの問題を考えて学校を支えていかないと、先生たち

だけではもう立ち行かなくなっていると、そういうことが背景にあるかと思い

ます。そういったことで考えると、よくよくその地教行法の学校運営協議会と

いうところを読み込んでいきますと、私は、極めてこの学校運営協議会という

ものは、最後の砦として学校の自治を守る組織として書き込まれている。普通

に法律で読めばそのように読めるのではないかと思います。ただ、その中で一

つネックとなるのが、先ほどのアンケート結果にありましたように、学校運営

協議会が教職員の任用について意見ができるという規定が第４７条の５という

ところにあることです。まず、基本的な項目として学校運営協議会は、当該指

定学校の運営に関する事項について教育委員会または校長に対して意見を述べ

ることができます。これは今もやっていることだと思います。その次に、第５

号の中に、学校運営協議会は当該指定学校の職員の採用、その他の任用に関す
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る事項について当該職員の任命権者に対して意見を述べることができる。任命

権者ということは、今で言えば県教育委員会ということになるかと思います。

この場合において、当該職員が県費負担教職員であるときは市町村教育委員会

を経由するものとする。ですので、私たち教育委員会を経由して県教委に意見

を言うということです。そして、第６号として、指定学校の職員の任命権者は、

県の教育委員会だと思いますが、当該職員の任用に当たっては前項の規定によ

り述べられた意見を尊重するものとするとあります。第７号に教育委員会は学

校運営協議会の運営が著しく適正を欠くことにより当該指定学校の運営に現に

著しい支障が生じ、または生ずるおそれがあると認められる場合においてはそ

の指定を取り消さなければならないということが述べられています。そして最

後に、指定学校の指定及び指定の取消の手続、その他もろもろについて学校運

営協議会の運営に関し必要な事項については教育委員会規則で定めるとされて

います。ですので、私はどちらかというと学校長、それから学校運営協議会の

メンバー、それから教育委員会、そして県教委というものがそれぞれバランス

を取って、この民主的な学校の運営が担保されるように法律自体は書かれてい

ると思います。ただ、その任用のところが今のアンケート結果を見ると、学校

側だけではなくて、その責任を担っていく側の運営協議会の皆さん、公民館の

側にも少し不安があるのだということがわかりましたので、こういった正しい

認識をしながら、これをみんなで議論していくということが松本らしい形にな

るのかなと思っていますので、この検討委員会の取組みに期待をしています。 

 それから、先ほどの社会に開かれた教育課程ということを実現していく上で

は、学校を地域でサポートするコミュニティスクールというのは松本らしい良

い形でできれば、とてもありがたいことだなと思っています。 

 この件に関して何かご質問、ご意見ありますでしょうか。 

小栁委員   地域の皆さんが学校を支えていくということで、こういう組織があることが

メリットになると思います。そこで、委員の皆さんが学校にいろいろと助言を

したり、あるいは提言したりするときの視点として具体の子どもの姿を見て、

ご意見をいただければと思います。ほとんどの委員さんが、学校へ参観に行っ

たり、地域の子どもの様子を見たりして、思うところを述べていらっしゃると

思いますが、制度、仕組み、学校の組織などのことに加えて、そこで生活する
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子どもたちがどういう姿を示しているのかということを大切にしてご意見をい

ただければと思います。 

教育長    おっしゃるとおりかもしれません。 

 そして、先ほど橋本委員からお話があった、例えば、学校が授業日数をどう

していくかですとか、今、制服の問題ですとか校則の問題とか、いろいろな問

題がありますけれども、それを協議していく意思決定機関は教育委員会ですけ

れども、私は学校ごとに学校長の権限はありますけれども、今のその子どもの

姿を見たり、保護者の意見を聞きながら調整をしていく役割を学校運営協議会

に担っていただくと、何かあったときに学校長とかそれから教職員が盾になっ

てやらなくてはいけないということを守る存在にもなるのではないか、理解を

していただくということが前提ですけれども、そのように感じています。ただ

そのためには、皆さんの意見で最後のところすごくいい意見が出ていると思い

ましたけれども、きちんと話をしていく、子どもの状況を知りながら話をして

いく、相互に理解をするということが欠かせないので、今の状態でいきなりや

ろうとすると確かに学校側の負担は増えるだろうし、今は学校サポート制度に

参加いただいている方は割と高齢の方が多いと思うんですけれど、もう少し若

い世代の保護者の皆さんにも入っていただいて話し合いができるようなそうい

った取組みも必要かもしれないなと思いました。 

春原委員   先ほど小栁委員からも発言があったように、私も実態を知った上でその子ど

もたちとそれから地域と学校と周りの行政の関係づくりというものが基盤にな

って、それがうまく動いていけばおのずとその中にいる子どもたちは育ってい

くのではないかという気がします。 

 松本市にはたくさんの学校あり、それぞれ取り巻く地域にもいろいろと差が

あると思いますので、実際に学校の状況を知らないとなかなかお互いに信頼し

てその組織として地域が動いていけるということは大変難しいことだと思いま

す。ですので、子ども、教職員、保護者の実情を捉え、学校・地域・家庭との

関係を築いていく中で、子どもたちを守り、支えていこうという学校運営協議

会の役割がとても重要になってくると思います。地域住民や保護者が学校運営

に係わることによって、課題や目標も共有され、信頼関係も生まれ、具体的な

方向性が見えてくるのではないかと思います。ぜひ、学校運営協議会という名
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前も、子どもたちのためにという意味合いを持ったものができてくるともっと

もっと違ってくるのではないかなと思います。 

教育長    ほかによろしいでしょうか。 

 それでは、この件につきましては承認ということで、また検討会での内容に

ついて、折を見て報告をいただきたいと思います。 

 

＜報告第２号＞ 令和４年松本市成人式の開催結果について 

生涯学習課長 報告第２号「令和４年松本市成人式の開催結果について」説明 

教育長    成人式が１月９日だったということで直前に教育委員の皆さんにもいろいろ

な議論をいただきまして、ワクチン検査パッケージということで一旦議論した

ものを、ちょうどオミクロン株が出始めたときだったので橋本委員からももう

一歩踏み込んだものが必要ではないかというご意見をいただき、皆さんで議論

いただきまして、県外から来る方はプラスアルファ、ワクチンを打っていても

抗原検査キットで検査をしていただいてということになりました。おかげさま

で９日はぎりぎり、その決定結果があったので開催できたのではないかと思っ

ています。これが１週間ずれていたらもしかしたら開催できなかったかもしれ

ないなという状況で開催ができました。当日は、来賓は市議会議長お一人だけ

ということで、主催者側の席も市長と私だけ。それから実行委員会だけという

ことでしたので、壇上は例年に比べると少ない人数でしたが、二部制で午前、

午後と出席して改めて感じたことは、本当に成人の皆さんが誇らしげにしてら

っしゃって、去年の方々はこの報道を見るとすごく切ない思いをするんだろう

なということを感じていました。そして、やはりそういった切実な声も寄せら

れたということで、私ももう一度何らかの機会は設けてあげたほうがいいかな

ということを感じた次第です。 

 それでは、ご質問、それからご意見お願いいたします。 

橋本委員   まず、今年の成人式ですけど、本当にあそこまで議論してよかったなと思っ

ていますし、全国では成人式でクラスターが発生している中で最小限の対応が

できたと思っています。 

 問題は、令和３年の成人式ですけど、私も読ませていただきましたが、何か

勘違いしているのではないかという感じがします。同窓会をやりたいのであれ
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ば、自分たちで同窓会を企画すればいいと思います。なぜ行政がわざわざ同窓

会のために成人式という名を借りて集めないといけないのか。今、新たな機会

を設けようとしても成人式ではないでしょう。気持ちはわかりますよ。気持ち

はわかりますけど、何か成人式を勘違いしているのではないかなと。そういう

意味で私はこれについて検討することに反対です。 

教育長    ほかにいかがでしょうか。 

小栁委員   １１月２９日に協議した対策について、１００％それを実施できたというこ

とでいいですか。 

生涯学習課長 １００％です。ただどうしても検査キットとそれからワクチン接種をその方

の考え方の中でやってこなかったという方もいらっしゃいましたが、その方に

ついては入り口のところでお帰りいただきました。本当に申し訳ない気持ちも

ありますが、そこまで徹底してやらないと感染者が出る可能性があるので、そ

こはきちんとやったということで１００％というご理解でよろしいかと思いま

す。 

教育長    検査キットの配布数を参考までにお伝えいただけますか。 

青少年ホーム所長 約１，０００弱です。 

橋本委員   今の対応は当然だと思います。彼らは成人なわけですから、成人になるとい

うことは権利と義務を履行しないといけない。そういう意味でルールを守らな

い人は入場をお断りするということは、成人になって法律を守っていかないと

いけないわけですから、擁護されないわけですよ。成人式とはそういう式であ

って、先ほどの令和３年の成人式も気持ちは分かるけれども、成人式に何を求

めているのですか。成人になったらそういう全てが思うようにいかないことも

あるということをきちんと甘受するということも重要なプロセスだと思います。

だから、それはルールなのだから、ルールを守っていない人は入場をお断りす

る。それが社会じゃないですか。 

小栁委員   今年の成人式については状況がわかりましたので、また今後、似たようなこ

とは起こってほしくありませんが、今後の成人式の対応について一つの方向が

見えたのかなという気がしました。 

令和３年の成人式について思うところ述べさせていただきます。いただいた

令和３年成人式の対象の方の文章を読みますと、先ほど橋本委員のご指摘のよ
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うに皆さん、みんなで集まりたいということを願っているのだろうなと。そし

てその集まる場所を決定していただきたいということを市長にお願いや要望し

ているのだなと思いました。 

 成人式については、実行委員会を立ち上げていますので、もう解散していま

っているかもしれませんが、こういう意見があるということを当時の実行委員

の皆さんに意見を聞いてみてもいいのではないかと思います。同じ世代の願い

を同じ世代の者が考えてどうしていくか知恵を出してもらうことも大事ではな

いかと思いました。 

教育長    ほかにご意見はありますでしょうか。 

佐藤委員   地域づくりとか松本の人口定常化の委員会とか出ていると、常に町会長たち

がおっしゃるのが、とにかく若者に松本という場所に対して愛着を持ってほし

いと。そのための地域行事の実施などということがしばしば議題に上がってき

ています。もちろんおっしゃるとおり成人式のもともとの意味ということを考

えたときに、本来同窓会であるわけではもちろん当然ないのですけれども、彼

らにとって、晴れの場なのだと思います。単に同窓会なのであればその後、き

っと定期的にあるのだと思います。１０年後、２０年後、それぞれに同窓会と

いう場は彼らこれからきっと設けていくでしょうし、その場でここにあったタ

イムカプセルを開く場というのもあるのかもしれないのですが、自分の人生の

中での晴れの場が欲しかったという思いがここであるのではないかと思います。

もちろん成人式という名前ではないかもしれませんし、ただ子どもたちとはも

はや言えませんが、その一市民の小さい声に耳を傾けて柔軟な対応をしていく

ということは、私は決して悪いことではないと思っていて、かつ、令和３年度

の予算が彼らに本来向けられるべきだったものが予算として残っているのであ

れば、その範囲の中でもちろんそれを使い切ってしまわなければいけないこと

では当然ないですし、ほかに振り向けるべきもの、コロナの中でというものも

あるかもしれませんけれども、彼らからそういう声が上がっているのであれば、

小栁委員が先ほどおっしゃったような令和３年の実行委員に投げかけること、

あるいはこういう声を上げている本人たちから実行委員を募るようなこともあ

ってもいいのではないかと、私は実施に対して前向きな捉え方をしています。 

教育長    ありがとうございます。 
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 春原委員、どうでしょうか。 

春原委員   今、各委員の皆さんがおっしゃったこと、私も同意できると思いますけれど

も、ここの文章で、成人式に準じた機会を設けることを検討していくとしたい

ということなのですけれども、そういう機会をつくってあげることは可能であ

るということですか。 

生涯学習課長 可能性があると思っていますので、考えていきたいというご提案です。 

春原委員   私は反対ですということは強く言えませんし、対象の皆さんのその気持ちを

考えたときに可能な範囲で設定して、できればと思います。 

教育長    意見が分かれるところですけれども、当初、８月くらいに検討したときのよ

うに、確かに橋本委員のおっしゃるようなに成人式のそもそもの意味というも

のは何だろうか、わざわざ公費を使って同窓会のような機会をつくるのはどう

なのだろうかというお考えの方もあるかもしれないですが、改めて私は、今年

の成人式に出てみて、公的に松本市が呼びかけて、そしてその晴れの日という

ことの佐藤委員のご意見ありましたけれども、そういう認められたところで集

まってきて、松本市が若者に対しておめでとうと言う場なのではないかなと思

います。そして、他市町村では昨年できなかった人たちが、同じく当初検討し

た今年の成人式の前日に日を変えて実施したというような報道もされました。

そういう報道などを改めて見て、去年できなかった人たちは毎年この成人の日

のたびに、私たちはできなかったなと少しでも胸を痛める方がいるならば、何

か形を変えてできる範囲でそういった場を設けてあげたいなと思いました。 

 ということで、橋本委員は反対、そして小栁委員は実行委員の意見を聞いて

みればいいと。 

小栁委員   成人式が中止ということはきちんとした議論の中で決定したことなので、成

人式はやらないということだと思います。資料に寄せられた手紙には、中学校

を卒業して以来会っていない人たちと会いたい、その会う機会を設けてほしい

という願いがあるので、市としては実行委員会に投げかけるなどして、体育館

に一堂に会して実施するということではなく、各中学校区で公民館を会場にそ

れぞれやればいいと思います。以前にも申しあげましたが、成人式は地域でお

祝いしていくという形を進めていってはどうかという思いが根本にありますの

で、地域の子どもは地域で育てるという考えがあるわけで、子どもを主人公と
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して地域で大事にしていく、学校も地域が応援していく、そういうことを進め

ていくわけですから、地域で小さな子どもたちをずっと成人まで見守って、お

祝いするそういうことをしていきたいと思っていますので、今回、一つの試み

として中学校区で子どもたちが成人の集いをやるというのもいいのではないか

なと思っています。 

橋本委員   この問題を考えるときに避けて通れないのは、民法上１８歳が成人になるの

で、今後、成人式を１８歳で実施するのか２０歳でするのかということです。

これは以前も教育委員会で議論して意見が二つに分かれました。私がずっと申

しあげているのは、当然１８歳です。法的に権利と義務をきちんと履行してい

かないといけないわけですから、そこをきちんとすべきだということです。一

方で、今まで２０歳でやってきたし、受験もあるし、１８歳で成人をやるべき

でないというご意見もありました。成人式とは、一体何のために実施するもの

ですか。まだお酒がどういう扱いになるのかわかりませんけど、成人式という

ものはきちんとした形で、権利と義務をきちんと認識してもらうということが

非常に重要で、そういった意味でないと、成人式の延長線上で違う議論がずっ

と続いて、その後の２０歳、１８歳議論で尾を引くことになると思うので、そ

こはしっかり整理して論じたほうがいいと思います。 

教育長    １８歳成人のことについては改めて議論しなくてはいけないと思っておりま

す。全国の自治体でも成人式が開催された際の報道等でいろいろな対応を決め

ているというところがありました。確かに、橋本委員がおっしゃったように令

和２年に教育委員会で議論をして、そして一旦、令和５年１月については晴れ

着等の予約が２年前から始まるというようなことの議論がされていました。で

すが、当面ということでそれを２０歳と決めてしまったわけではなかったと思

います。このことについては別途また議論を重ねていきたい、ほかの自治体の

状況なども見ながら、そして成人式の意味ということを考えながら、式の形態

をどうするのか、分散方式でやるのか、一堂に会してやるのかということも含

めて議論していきたいと思っております。 

 それでは、最後にありました令和４年度中に令和３年の成人の方に向けた何

らかの機会を設けるということについては、ご意見が分かれるところですが、

小栁委員は分散方式で、橋本委員は反対、そして佐藤委員、春原委員、私は何
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らかの機会を設けてもいいのではないかということで、一応３．５対１．５と

いう形ですけれども検討していくということでよろしいでしょうか。 

 では、改めて検討した案をまたお諮りしていくということで進めていきたい

と思います。 

生涯学習課長 次回以降の定例教育委員会等で少し方向性も含めて検討して進めていきたい

と思います。 

教育長    先ほどご意見があった実行委員の皆さんのご意見を聞いてということでお願

いします。 

生涯学習課長 わかりました。 

 

＜周知事項１＞未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い～第３７回公民館研究集会 令和３

年度地域づくり市民活動研究集会～の開催について 

 

＜周知事項２＞松本市図書館インターネットサービスの一時停止について 

 

教育長    それでは、公開案件はすべて終わりましたので、一旦休憩を挟んで非公開の

案件に移りたいと思います。５分後に再開ということでお手洗いなど済ませて

いただければと思います。 

 

 

＜休憩＞ 

 

＜報告第５号＞ 松本市美術館条例の一部を改正する条例の制定に伴う条例案及び松本市

美術館条例施行規則の一部を改正する規則の制定に伴う規則案に対する教育委

員会の意見について（非公開） 

非公開案件につき内容省略 

⇒ 承認 

 

≪閉会宣言≫ 

伊佐治教育長は、令和３年度第１０回松本市教育委員会を閉じる旨宣言した。 
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＜午後６時００分閉会＞ 

  

会議録調製職員     教育政策課教育政策担当係長    小澤 弥生 

 

 会 議 録 署 名 委 員 

 

 

                橋本 要人     

 

 

                小栁 廣幸       


